
【別添１】

廃棄物エネルギー導入・低炭素化促進事業 実施計画書
※事業の計画を策定する際は、計画している熱回収率、廃棄物の種類・処理量、電力・熱・燃料の供給予定及び事業の効果等の根拠を明確にし、実現性の高い計画を策定すること。

なお、交付の決定がなされた後でも、交付要綱、実施要領及び本計画書の内容（熱回収率、事業の効果等を含む）に違反した場合には、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号。）第十七条（注５）に基づき交付の決定を取り消し、返金を求める可能性があります。
	事業の名称
	

	事業実施の代

表者
	会社名等
所属
所在地
役職名
氏名
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail
	

	経理責任者
	会社名等
所属
所在地
役職名
氏名
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail
	

	事業実施の主

たる実施場所
	名称
所在地
	

	事業の概要
	

	事業の目的
	

	事業の方法、

内容
	１．廃棄物高効率熱回収事業の場合

（１）発電方式

（２）熱供給方式

（３）発電出力(定格最大)

（４）熱供給量（時間あたり及び年間）

（５）年間発電量

（６）熱回収率

（７）廃棄物の種類・処理計画量

（８）その他
２．廃棄物燃料製造事業の場合
（１）燃料の種類
（２）燃料利用用途
（３）燃料製造方式
（４）エネルギー回収率
（５）発熱量
①　固形化、液化の場合、単位はMJ/kg
②　ガス化の場合、単位はMJ/Nm3
（６）時間あたり設備能力量
（７）年間燃料製造量

（８）廃棄物の種類・処理計画量

（９）その他


	実施時期
	

	廃棄物の入手元及びその調整状況
	

	電力・熱・燃料の活用方法及びその調整状況
	

	設備の荷重平均耐用年数（注２）
	

	事業の効果
	（二酸化炭素排出抑制効果（注３））
（事業の費用対効果（円／t-CO2）（注４））

・補助金額ベース

・総事業費ベース

（他事業等への波及効果）
（その他（地方創生等））



（注１）本実施計画書の参考資料として、必要に応じて以下のものを添付すること。
①設備のシステム図、配置図
②１）廃棄物高効率熱回収の場合、熱回収率※について、計算式、メーカー証明などの算定根拠
資料

２）廃棄物燃料製造の場合、エネルギー回収率、発熱量について、計算式、メーカー証明などの算定根拠資料
③本事業に係る廃棄物の入手先・種類・処理計画量方法及び受入れ条件等が分かる資料
④廃棄物処理施設設置に係る許可取得状況
⑤地元調整状況
⑥事業の効果（二酸化炭素排出抑制効果、石油代替効果、環境への影響など）の算定根拠資料
⑦事業収支計画及び資金調達計画が分かる資料
⑧会社概要
⑨本事業の実施体制
⑩登記事項証明書
⑪最近２営業期間の事業実績、決算書（実績がない場合は、将来の事業経営を説明した資料）

⑫事業実施者の印鑑証明書及び代表者の住民票の写し
⑬事業実施予定地の位置図／国土地理院発行地図（必要に応じ現地写真）

※
熱回収率の算定は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第５条の５の５第一項第４号ハに規定する方法によること。
※　二酸化炭素排出抑制効果の算定根拠資料については、年間のCO2削減量を算定したエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）を添付すること。また、このエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「エネルギー消費量・供給量の設定」の「記入欄」に記入した具体的なデータの根拠、引用元の資料を添付すること。

（注２）平均荷重耐用年数については、「「廃棄物処理施設の財産処分マニュアル」の一部改正について」（平成20年10月17日付け環廃対発第081017004号、廃棄物対策課長通知）に準じて、それぞれの設備の見積もりに基づき算出すること。
（注３）二酸化炭素排出抑制効果の記載に当たっては、以下の点に留意すること。
①
算定根拠（引用した数字の出展、計算式を含む）を明記すること。必要に応じて、注１⑥で定める資料を添付すること。
②
二酸化炭素排出抑制効果については、「地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック＜初版＞（平成24年7月環境省地球環境局）」（以下「ガイドブック」という。）において使用するエクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）により算定した年間のＣＯ２削減量を記載すること。ガイドブック等は下記よりダウンロード可能。

http://www.env.go.jp/earth/ondanka/biz_local.html
③
ガイドブックによるＣＯ２削減量の算定に当たっては、以下に留意すること。

　・
エクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「事業による直接導入量」に基づくＣＯ２削減量を算定すること（「事業による波及導入量」に基づくＣＯ2削減量の算定は不要。）。

　・
エクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」）における「エネルギー消費量・供給量の設定」は、具体的なデータを記載することとし、その根拠、引用元を「記入欄」に記載すること。
④
各エネルギーの排出係数等を確認し、適切な係数を記入すること。
⑤
施設の省エネルギー化に資する照明・空調設備を補助対象として計上する場合は、通常の設備に対するCO2削減量も算出すること。
（注４）費用対効果は以下の式に基づき算出すること。

費用対効果（円／t-CO2）＝　補助金額又は総事業費（円）／（当該事業の実施により削減される年間のCO2排出量（t-CO2／年）×当該事業で導入する施設の荷重平均耐用年数（年））

（注５）各省各庁の長は、補助事業者等が、補助金等の他の用途への使用をし、その他補助事業等に関して補助金等の交付の決定の内容又はこれに附した条件その他法令又はこれに基く各省各庁の長の処分に違反したときは、補助金等の交付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。
（注６）本事業は平成27年度限りの事業とする。

平成28年度以降を含めた複数年度の事業計画を提出することは可能だが、そのうち本事業でどの部分を実施するのかを明確に記載すること。

なお、平成28年度新規予算として、廃棄物処理施設における発電等の廃棄物由来エネルギーの活用に係る設備等の導入に対する支援を目的とした「低炭素型廃棄物処理支援事業」を要求している。（http://www.env.go.jp/guide/budget/h28/h28-gaiyo/072.pdf）

